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グアム日本人学校

校長 中村 宏

日本からのニュース
３月１１日（金）午後、職員室で「日本で地震があったようだ」と職員が話しているの

を聞きましたが、特に気にも留めませんでした。その後、校長室を掃除に来た現地スタッ

フの女性が英語で「グアムにも津波が来るらしいので心配だ」という意味のことを話した

ので、「離れているのだから心配はないだろう」と応じました。その後、次第に日本から

のテレビニュースで「結構大きな地震」のようであることが伝わってきましたが、その時

点ではその程度であり、その夜に、予定されていた会合に出るためにホテル街に向かいま

した。ところが、途中の海外沿いの道路には要所に少数でしたが警察車両が配置され、道

路はほとんど車が走っていませんでした。同乗者と

「なんだか変だな、津波情報のせいかな？」

という会話をしながら会場のホテルに着くと、日本人観光客が大勢日本のニュースを流し

ているテレビの前に集まって心配そうに見ていました。館内には「 TSUNAMI」という文
字が書かれた看板が海岸に通じる通路に出され、その方面には行けないようになっており

ました。一応会合は予定通り開かれたのですが、後で、あれはやはり道路封鎖であったこ

と、ホテル街では下の階を閉め切り宿泊客を一定の階以上に避難させていたこと等を知り

ました。そして、翌日以降になって、事の重大さを次々に知らされることになったのです。

テレビから流されるすさまじい映像、日々被害が更新される新聞紙面、数日経っても現

実に起こっていることとは思えず、「これは夢ではないのか」と何度も思いました。３月

１６日はグアム日本人学校の卒業式でしたが、黙祷から始めました。校内には日本、アメ

リカ、グアムの３本の国旗等が毎日掲げられますが、修了式の日まで毎日、真ん中の日の

丸だけは半旗でした。その旗の下で、児童生徒は義援金募金活動を続けました。

先日の２０１１年度始業式では、児童生徒に対して、「悲しみは受け止め続けなければ

ならないが、悲しみだけを引きずっているわけにはには行かない。その悲しみを乗り越え

られるたくさんの素晴らしい出来事を創り出していこう。」と呼びかけました。

日本を離れていると、やはり母国は頼りになるものであり、誇りに思いたくなるもので

す。その日本の惨状を見ることはとてもつらいものです。でも、一連のニュースの中で、

大惨事の中でも秩序を崩さず助け合う日本の人々の姿が流れ、復興への動きが少しずつ流

され始めると、「日本ってすごいんだ」と思えてきます。その姿に逆に励まされます。今、

日本にがんばってほしいです。



グアム日本人学校 その２

【フリーマーケット】
グアム日本人学校は、PTA 主催行事としてフリーマーケットを毎年開催しています。こ

れは、PTA 関係者が各自の家から寄付として品物を持ち寄り、マーケット会場として提供
される校舎や中庭に展示して即売するものです。当日は、開場時間を待ちきれずに早朝か

ら大勢の現地の人たちが校門前に並んでいます。もちろん日本人も大勢来ます。人気があ

るのは、やはり日本の電化製品等です。展示物品は多岐にわたり、大はキングサイズのベ

ッドや家具類から、小はゲームソフトやアク

セサリーまで様々です。

在外教育施設であるグアム日本人学校は、

グアムの地に開設させていただいています。

それだけに、日頃から地域のみなさんと良好

な関係を構築していくことを心がけておりま

す。この PTA 主催フリーマーケットは、も
ちろん PTA の活動資金捻出が主目的ではあ
りますが、地域との良好な関係構築にも大き

な役割を果たしています。

【写真右】開門と同時にフリーマーケット開

場に駆け寄る人々

【有名人来校や寄付】
グアム日本人学校には、色々な人が来校されます。

有名な方々も多く、校長室には過去の来校者から頂

いた様々な品物が展示してあり、中田英寿さんのサ

イン入りサッカーボールなどもあります。昨年は「ヴ

ァイオリンの貴公子 高橋卓也」さんが校内でミニ

コンサートをして下さいました。また、今年１月に

は、阪神の桧山・浅井選手はじめ、柔道家の野村選

手、レーサーの脇阪選手が来校されました。桧山選

手は長年本校との交流があり、本校への寄付を続け

て 下 さ っ

て い ま

す。

【写真左上】 【写真右上】

『デイリースポーツ』紙２０１１年１月１３日 「ヴァイオリンの貴公子」高橋卓也氏

グアム日本人学校を訪問した４選手 グアム日本人学校でのミニコンサート

グアム日本人学校の様子はホームページ（http://www.jcguam.org/jsg/top/）にも掲載されていますのでご訪問下さい。



グアム紹介 その２
グアムに住んで１年経つと、いろんな事が見えてきたり気づいたりしてきます。以下、

数本レポートします。

【犬と（空飛ぶ）鶏】
まず、驚くことは、とにかく野良犬が多いとい

うことです。また、一応は飼い犬らしいと思われ

る犬でも、放し飼いが多いです。ですから、道を

歩いているだけで野良犬の集団に取り囲まれるこ

ともありますし、何かの拍子にうっかり他人の敷

地にでも足を踏み入れようものなら、とたんに「番

犬」共に追い回されることもあります。私は今で

は要領が分かり、５～６匹の野良犬に取り囲まれ

ても負けないようになりました。（左の写真は、

まだ可愛

げな犬の

方です。）

さらに驚くべき事に、「野良鶏」ならぬ野生の

鶏が多いのです。これは決して「放し飼い」の鶏

ではなく野生の鶏なのです。これが親子や家族で

そこいら中を歩き回っているのです。彼等はたく

ましくて、自らが追い詰められるとなんと空を飛

びます。鶏が空を飛ぶのです。私は自分の目で、

鶏が数十メートル、しかも空中でコースを変えて

伸び去っていくのを目撃しました。

【ゴミポイ捨てと無分別】
残念なことですが、ゴミのポイ捨てが目立つ道

路が多いのが事実です。でも、幹線道路脇で、ゴ

ミを拾い集めているボランティアらしき姿を見つ

けたこともあります。また、ゴミは、段ボール以

外は現在のところ「無分別」で廃棄します。です

から、空き缶や空き瓶と燃えるゴミとは一緒くた

で廃棄という、日本では信じられない捨て方です。

これだけは未だに慣れることは出来ません。

【笑顔と声かけ】
グアムにはとても素敵な習慣があります。知らない

人同士でも目が合うと「ニコッ」と微笑みかけてくれ

るのです。エレベーターの中では、後から乗ってきた

人のために「何階？」と聞いてボタンを押してあげた

り、「おはよう」「お休み」「いい休日を」などの挨拶

が交わされたりします。ジョギングしていると、手を

挙げたり声をかけたりしてくれます。いずれも知らな

い人同士で自然に行われています。これらの習慣は、

あまり日本ではお目にかかることはないでしょう。

【写真右上 笑顔の住居守衛女性係員】



【グアム日本人学校の 【グアム日本人学校の

シンボルマーク】 マスコットマーク「ココバード」】


